
その他（1.8％）5億6,891
地方譲与税（0.7％）2億3,352

法人事業税交付金（0.8％）2億8,000使用料及び手数料（1％）3億1,980
繰越金（2.4％）
8億1,100
諸収入（3.1％）
10億5,418
市債（3.4％）
11億4,510
地方消費税
交付金
（5.1％）
17億1,000

繰入金（6.1％）
20億3,151

県支出金（6.5％）
21億9,413

寄附金
（9％）
30億3

国庫支出金
（9.7％）
32億3,502

市税
（50.4％）
169億2,360

歳入
335億680万円

その他（4.6％）
15億4,328
消防費（3.5％）
11億6,203

公債費（3.6％）
11億9,022

教育費
（12.2％）
41億2,332

土木費
（12.4％）
41億3,200

衛生費
（13.9％）
46億4,316

総務費
（16.4％）
54億9,476

民生費
（33.4％）
112億1,803

歳出
335億680万円

　行政課財政係　 95-9869
　2022年度の予算総額は657億2,278万円です。この内、一般会計は335億680万円です。これから1年間の
お金の使い道と、どのような事業に取り組んでいくのかをお知らせします（端数処理の関係で合計が一致しな
い場合あり）。

　全国的に、新型コロナウイルス感染拡大による行動制限に伴う経済的な影響は大きく、依然厳しい状況にあ
ります。引き続き感染状況を注視し、必要な感染対策を迅速に行うとともに、第6次碧南市総合計画に掲げる
市の将来像を目指して、以下の3つの方針に沿って行財政運営を進めます。
　1つ目は、「市民とともにつくる災害に強いまちづくり」、2つ目は、「産業と港を活かしたまちづくり」、3つ目は、
「誰もが笑顔で元気に暮らせる賑わいのあるまちづくり」です。
　また、持続可能な開発目標（SDGs）の理念でもある「誰ひとり取り残さない」を推進するとともに市民満
足度と費用対効果の最大化に努めながら、市政運営を行っていきます。

税目別予算

会計別予算

一般会計の推移

（単位：万円）

（単位：万円）

税目 予算額 前年度比
市民税 61億 1,710万円 24.6%
固定資産税 89億 7,550万円 3.1%
軽自動車税 2億 1,240万円 7.3%
市たばこ税 4億 7,100万円 4%
都市計画税 11億 4,760万円 1.8%

会計 予算額 前年度比
一般会計 335億  680万円 3.2%
特別会計 137億4,517万円 4.9%

国民健康保険 69億6,457万円 4.7%
訪問看護事業 9,074万円 42.9%
介護保険 56億2,868万円 4.7%

保険事業勘定 55億5,640万円 4.9%
介護サービス事業
勘定 7,228万円 △7.2%

後期高齢者医療保険 10億6,118万円 4.6%
企業会計 184億7,081万円 △0.7%

水道事業 26億4,467万円 △10.2%
下水道事業 64億2,466万円 0.3%
病院事業 94億  147万円 1.7%

総合計 657億2,278万円 2.4%

300億

350億

250億

（円）

285億
6,135万円

286億
4,614万円

289億
4,839万円

289億
7,022万円

335億
680万円

324億
7,555万円

311億
379万円

2016 2017 2018 2019 2021 20222020 （年）
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